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国四友一嘔第62号

曰回同国麒麒闊

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
多
様
化
す
る
お
客
さ

ま
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
、
新
し
い
タ
イ
プ

の
電
話
機
を
四
国
管
内
で
販
売
開
始
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
い
た
ず
ら
電
話
や
迷
惑
電
話
で
お
困
り

の
方
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
自
衛
策
用
と
し
て

電
話
を

つ
な
ぐ
相
手
を
選
別
す
る
機
能
を
持

っ
た
電

話
機

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
キ

ュ
ー
ト
Ｓ
Ｌ
」
と
、
最
近
の
人
気

商
品
で
あ
る

″
ス
ピ
ー
カ
ホ
ン
″

（受
話
器
を
持
た

ず
に
ス
ピ
ー
カ
で
相
手
の
声
を
聞
き
、
何
人
も
が

マ

イ
ク
で
話
せ
る
電
話
機
）
に
リ
モ
コ
ン
マ
イ
ク
を
接

続
し
て
、
よ
り
便
利
に
使
え
る
よ
う
に
し
た

「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
キ

ュ
ー
ト
Ｓ
Ⅱ
」
の
二
種
類
で
、
今
年
の
二
月
十

日
か
ら
販
売
開
始
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
十
月

一
日
の
電
波
法
改
正
に
よ
リ

コ

ー
ド
レ
ス
ホ
ン
が
自
由
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
お
買

い
取
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
商
品
と
し
て
、
小

電
カ
タ
イ
プ
の
単
独
形

コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン

「
ハ
ウ
デ

ィ

・
コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン
　
パ
ッ
セ
」
と
ホ
ー
ム
テ
レ

ホ
ン
タ
イ
プ
の
　
ハ
ウ
デ
ィ

・
コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン
Ｃ

Ｘ
ｌ
０
４
」
の
二
機
種
を
近
く
販
売
開
始
す
る
予
定

で
す
。
主
な
機
能
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ｌ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
キ

ュ
ー
ト
Ｓ
Ｌ

電
話
を
か
け
て
き
た
相
手
が
、
電
話
番
号
に
続

け
て
あ
ら
か
じ
め
打
ち
合
わ
せ
て
お
い
た
四
ケ
タ

の
暗
証
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
た
場
合
だ
け
、
電
話

）

の
ベ
ル
が
鳴
る

″
セ
レ
ク
ト
機
能
″
が
付
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
い
た
ず
ら
電
話
や
迷
惑
電
話
等
余

計
な
電
話
は
受
け
た
く
な
い
と
い
う
人
に
ピ

ッ
タ

リ
の
電
話
機
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
よ
く
か
け
る
相
手
先
十
か
所
に
ボ

タ
ン

一
つ
で
か
け
ら
れ
る
ワ
ン
タ
ッ
チ
ダ
イ
ヤ
ル

機
能
や
手
持
ち
の
テ
ー
プ

レ
コ
ー
ダ
と
接
続
し
て
、

通
話
の
内
容
が
録
音
で
き
る
端
子
も
持

っ
て
い
ま

す
。
電
話
機
の
色
は
ホ
ワ
イ
ト
、
ピ
ン
ク
、
ブ
ラ

ッ
ク
の
三
色
と
な

っ
て
い
ま
す
。

２
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
キ

ュ
ー
ト
Ｓ
ＩＩ

受
話
器
を
持
た
ず
に
通
話
が
で
き
る

″
ス
ピ
ー

カ
ホ
ン
機
能
″
に
コ
ー
ド
の
長
さ
四

ｍ
の
リ
モ
コ

ン
マ
イ
ク
を
取
り
付
け
、
電
話
機
か
ら
離
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
相
手
と
通
話
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
ア

イ
デ
ア
電
話
機
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
よ
く
か
け
る
相
手
先
八
か
所
に
ボ

タ
ン

一
つ
で
か
け
ら
れ
る
ワ
ン
タ
ッ
チ
ダ
イ
ヤ
ル

機
能
や
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
と
接
続
し
て
通
話
内

容
を
録
音
し
た
り
、
市
販
の
ス
テ
レ
オ

ヘ
ッ
ド
ホ

ン
を
使

っ
て
通
話
が
で
き
る
端
子
が

つ
い
て
い
ま

す
。
電
話
機
の
色
は
ホ
ワ
イ
ト
、
ピ
ン
ク
、
ブ
ラ

ッ
ク
の
三
色
と
な

っ
て
い
ま
す
。

３
　
ハ
ウ
デ
ィ

・
コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン
　
パ
ッ
セ

コ
ー
ド
レ
ス
電
話
機
、
充
電
器
、
接
続
装
置
か

ら
構
成
さ
れ
る
小
電
カ
タ
イ
プ
の
単
独
形

コ
ー
ド

レ
ス
ホ
ン
で
す
Ｇ
従
来
の
コ
ー
ド
レ
ス
ホ
一ン
と
異

な
り
、
充
電
器
が
接
続
装
置
か
ら
独
立
し
て
い
る

０
て
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
機
を
充
電
す
る
た
め
に
わ

ざ
わ
ざ
接
続
装
置
の
と
こ
ろ
に
戻

丁
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。
充
電
器
を
接
続
装
置
か
ら
離
れ
た
よ
く

使
う
場
所
に
置
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
、

コ
ー
ド

レ
ス
電
話
機
の
利
便
性
が
格
段
に
高
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
使
用
す

れ
ば
、
仕
事
中
や
料
理
中
な
ど
で
手
が
離
せ
な
い

と
き
で
も
、
手
を
動
か
し
な
が
ら
お
話
し
で
き
ま

す
。こ
の
ほ
か
、
よ
く
か
け
る
相
手
先
十
か
所
ま
で

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
が
で
き
ま
す
。

通
話
可
能
範
囲
は
、
周
囲
の
条
件
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
接
続
装
置
か
ら
半
径

一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
程
度

（見
通
し
距
離
）
で
す
。
電
話
機
の
色
は
、

オ
フ
ホ
ワ
イ
ト
と
チ

ェ
リ
ー
レ
ッ
ド
の
二
色
が
あ

り
ま
す
。

４
　
ハ
ウ
デ
ィ

ｏ
コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン
　
Ｃ
Ｘ
ｌ
０
４

一
本
の
外
線
に
主
電
話
機

一
台
と

コ
ー
ド
レ
ス

電
話
機
が
三
台
ま
で
取
り

つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

電
話
機
ど
う
し
の
配
線
が
要
ら
な
い
ホ
ー
ム
テ
レ

ホ
ン
、て
十
フ。

主
電
話
機

（親
機
）
と

コ
ー
ド
レ
ス
電
話
機

（子
機
）
の
間
が
小
電
カ
タ
イ
プ
の
コ
ー
ド
レ
ス

ホ
ン
で
、
ド
ア
ホ
ン
も
オ
プ
シ
ョ
ン
で

一
台
接
続

で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
よ
く
か
け
る
相
手
先
四
十
か
所
ま

で
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
が
で
き
ま
す
。

通
話
可
能
範
囲
は
、
周
囲
の
条
件
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
主
電
話
機
か
ら
半
径

一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
程
度

（見
通
し
距
離
）
で
す
。
電
話
機
の
色
は
、

シ
ル
キ
ー
ホ
ワ
イ
ト
の

一
色
と
な

っ
て
い
ま
す
。

口哨叫」瑚鵡げ膨［
「デ赫副罐榔い竜場□

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
春
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
、
四
月

一
日
か
ら
メ
ロ
デ
ィ
ー
電
報
の
曲
目

に
新
た
に

「
瀬
戸
の
花
嫁
」
を
追
加
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

メ
ロ
デ
ィ
ー
電
報
の
曲
目
は
、
現
在

″
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ー
″
　
″世
界
は
二
人
の
た
め
に
″
　
″
お
も

ち
ゃ
の
兵
隊
″
　
″愛
の
賛
歌
″
の
四
曲
で
す
が
、
お

客
さ
ま
か
ら

「
結
婚
の
お
祝
い
用
の
曲
目
を
増
や
し

）
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て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
多
く
あ
り
、
こ
の
ほ
ど
、

四
国
内
の
ロ
ー
カ
ル
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
新
た
に

四
国
に
な
じ
み
の
曲
日

一
瀬
戸
の
花
嫁
」
を
追
加
す

る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
れ
は

ロ
ー
カ
ル
版
の
サ
ー
ビ
ス
ぃて
す
か

ら
、
発
着
信
の
エ
リ
ア
は
四
国
内
と
な

っ
て
い
ま
す
。

メ
ロ
デ
ィ
ー
電
報
は
、
六
十
年
十
月
か
ら
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
、
結
婚
、
誕
生
、
入
学
な
ど
の
お
祝
い
用

と
し
て
好
評
を
得
て
お
り
、
利
用
通
数
も
六
二
年

一

月
―
十
二
月
ま
で
の

一
年
間
で
約
五
万
通
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

メ
ロ
デ
ィ
ー
電
報
の
種
類
と
し
て
は
、
就
職
や
結

婚
式
な
ど
の
お
祝
い
用
と
し
て
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
的

に
利
用
の
多
い

″愛
の
賛
歌
″
、
誕
生
日
の
お
祝
い

用
に

″
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
″
、
お
子
様
の
入
学

や
誕
生
日
の
お
祝
い
用
に

″
お
も
ち
ゃ
の
兵
隊
″
な

ど
が
あ
り
、
結
婚
の
お
祝
用
に
は
主
に

″世
界
は
二

人
の
た
め
に
″
が
愛
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
加
え
こ
の
た
び

ロ
ー
カ
ル
版
と
し
て

″瀬
戸
の
花

嫁
″
が
登
場
し
た
も
の
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
結
婚
、

入
学
、

就
職
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

電
報
を
は
じ
め
、
お
し
花
電
報
、
刺
し
ゅ
う
電
報
な

ど
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が

″
心
の
こ
も

っ
た
贈
物
″

と
し
て
ご
利
用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
に
密
着
し
た
情
報
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、

全
国
各
地
で

ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
プ
テ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、
各
地
域
ご
と
に
セ
ン

タ
ー
を
置
い
て
、
電
話
回
線
を
通
じ
て
三
分
十
円
で

地
域
向
け
に
文
字
図
形
情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
全
国
で
約
二
十
社
の
ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
プ
テ
ン
セ

ン
タ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
松
山
地
域
に
お
い
て
ロ
ー
カ

ル
キ
ャ
プ
テ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
と

し
て
、
地
元
企
業
等
四
二
社
が
参
画
し
た
任
意
団
体

「
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
え
ひ
め
」
が
、
今
年
の

二
月
十
二
日

（金
）
に
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の

「
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
え
ひ
め
」
は
、

地
域
の
企
業
、
自
治
体
等
を
会
員
と
す
る
団
体
で
あ

り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
は
、
こ
の
団
体
の
事
務
局

を
担
当
し
、
会
員
募
集
や
情
報
の
編
集
に
あ
た
る
と

と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
構
築
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
Ｇ

今
後
は
、
松
山
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
活
情

報
、
ビ
ジ
ネ

ス
情
報
の
提
供
を
早
期
に
実
現
し
、
さ

ら
に
は
、
愛
媛
県
、
松
山
市
を
は
じ
め
各
市
町
村
の

ご
参
加
を
も
得
て
、
利
用
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と

な

っ
て
お
り
ま
す
。

「
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
え
ひ
め
」
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
団
体
の
名
称
　
　
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
え

ひ
め

２

事

業

内

容

３
　
運
営
委
員
長

４

事

務

局

５

開

業

時

期

松
山
地
域
に
お
け
る

ロ
ー
カ

ル
キ
ャ
プ
テ
ン
サ
ー
ビ
ス
等

の
提
供

伊
予
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役

経
営
企
画
室
長
　
山序
田
　
清

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社

Ｉ
Ｎ
Ｓ
推
進
部

昭
和
六
三
年
四
月
下
旬
予
定

「

松
山
地
域

で
―
―
―
―
‐

一‐
「口鋭
篇
野
酬
静

キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
全
国
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

ス
と
し
て
、
東
京
に
セ
ン
タ
ー
を
置
い
て
、
五
九
年

十

一
月
に
三
分
二
十
円
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
現

在
、
株
価
情
報
の
検
索
や
航
空
機
の
座
席
予
約
等
を

中
心
に
、
各
種
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。　
一
方
、

(参 考 )
能
一

形

情報提供

(会員向け情報 )

ンターの運転

利用

{一般向け情報

'

利 用

運営委員会 NTTに 委託

システムの運用会 の 構

治 IIP会員

扇1幹事会員

ローカル

キャプテン

セ ンター

実費負担

-3-
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醸
向
警
喜
鋼
由

と
も
が
き
ダ
イ
ヤ
ル

（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

四
月
四
日

（金
）
サ
ー
ビ
ス
開
始

▼
松
山

（〇
八
九
九
）
四
七
―
二
九
四

一
番

へ
お
電

話
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
ホ

ッ
ト
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

‐１１
テ
ル
ウ

ェ
ル
の
主
な
事
業
の
動
き

‐２‐
時
期
に
応
じ
た
生
活
援
護
事
業
、
育
英
事
業
等

の
ご
案
内

‐３‐
退
職
者
文
化
活
動
行
事
の
ご
案
内

（四
国
管
内

行
事
）

‐４‐
退
職
者
等
の
訃
報
通
知

一Ｄ
各
部
門
か
ら
の
ホ

ッ
ト
な
お
知
ら
せ

▼
ご
案
内
の
時
分
は
３
分
ま
で
と
し
、
録
音
テ
ー
プ

で
片
方
向

（送
り
だ
け
）
の
ご
案
内
で
す
。

「
受
け
」
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

（有
料
通
話
）

各
県
最
遠
隔
地
か
ら
の
昼
間
三
分
間
の
通
話
料
金

（愛
媛
）
伊
予
三
島
　
　
一
一
一〇
円

（香
川
）
高
　
　
松
　
　
一
八
〇
円

（徳
島
）
阿
　
　
南
　
　
一
Ｉ
ハ
○
円

（高
知
）
室
　
　
一戸
　
　
一
八
〇
円

▼
情
報
の
内
容
は
、　
一
か
月
ご
と
に
更
新
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
緊
急
情
報
（訃
報
等
）
は
、
随
時
録
音
テ
ー

プ
に
吹
き
込
み
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

″
と
も
が
き
ダ
イ
ヤ
ル
″
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方

か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方

（先
着

一
〇

〇
名
様
ま
で
）
に
粗
品
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

ご
連
絡
は
↓
テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
福
祉
セ
ン
ー

（〇
八
九
九
）
三
二
―
九
九
五
五
ヘ

▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
全
電
通

（専

従
役
員
や
書
記
の
方
）
、

共
済
会
で
永
年
勤
続
含
一

〇
年
以
上
）
し
て
退
職

さ
れ
た
方
、
及
び
遺
族

の
世
帯
で
、
次
の
各
号

に
該
当
す
る
方
に

「
就

職
等
準
備
給
付
金
」
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

田
母
子
世
帯
の
子
が
中

学
校
又
は
高
等
学
校

を
卒
業
し
て

一
年
以

内
に
就
職
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
と
き
。

②
心
身
障
害
者

（児
）
が
社
会
福
祉
施
設
等
で
、

所
定
の
課
程
を
修
了
し
、　
一
年
以
内
に
就
職
す

る
こ
と
が
決
定
し
た
と
き
。

ｇ
社
会
福
祉
施
設
等
に
入
所
中
の
世
帯
員
が
、
訓

練
等
の
た
め
多
額
の
費
用
を
必
要
と
す
る
と
き
。

▼
給
付
の
額
は
…
…

一
件
に
つ
き
　
七
万
円
以
内

電

電
建
築

協
会

長
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、
電
気
通
信
建
築
業
務
に
精
励
さ

れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
旧
臓
十
二
月

一
日
、
次
の
お

二
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鶴
本
豊
勝
様

（松
山
）
　

堀
内
利
秋
様

（同
）

Ｎ
丁
Ｔ

。
Ｏ
Ｂ
秋
季
軟

式
庭

球
大
会

天
候
そ
の
他
の
関
係
で
延
期
し
て
い
た
Ｏ
Ｂ
の
秋

季
大
会
は
、
年
の
瀬
も
押
し
迫

っ
た
肌
寒
い

一
二
月

五
日
田
、
松
山
市
営
堀
之
内

コ
ー
ト
で
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

試
合
は
寒
さ
も
何
の
そ
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

結
果
は
平
素
の
練
習
の
成
果
が
実
を
結
び
、
山
崎

。

玉
木
組
が
栄
冠
を
勝
ち
と
り
、
そ
の
あ
と
総
会
を
開

け
て
来
年
度
の
予
定
等
を
話
し
合

っ
て
解
散
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
　
勝
　
　
出
崎
．
・
玉
木
組
　
　
全
　
　
勝

準
憂
訴
　
　
議
野

。
小
松
組
　
　
一
一勝
二
敗

二
一　
一
一　
　
三
好

。
円
藤
組
　
　
一
一勝
二
敗

■
一　
一
一　
　
一モ
Ｌ
∴
む
岡
組
　
　
一
勝
三
敗

〓
一　
一
一　
　
ｔ
木

・
溝
田
組
　
　
一
勝
二
敗

な
だ
、
二
位
三
位
及
び
四
位
五
位
は
対
戦
成
績
に

ま
る

　

（木
村
記
）

）

これで万全

安心 して楽 しいゴルフを〃

ゴルファー保険

=ホー ルイ ンワン特約付 =

くこんな事故が起きたときお役に立ちます。〉

●他人から損害賠償請求を受けた

●ご本人がケガをした

●ゴルフ用品の損害

●ホールインワンを達成 した

1年 契 約 3年 契 約
A  II A  13

賠 償 責 任 |′ 000万 円 |′ 000万 円

ゴ ル フ ァー傷 害 |′ 038千 円 |′ 038千 円

ゴ  ル  フ 用  品 0万 円 0万円

ホ ー ル イ ン ワ ン 20万円 20万円

合 計 保 険 料 3′ 760円 0′ 350円

お問い合せお申し込みは

テルウェル四国支部保険担当部門

丁 EL(0899)32-9951
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一園ｏ
　
上
田
　
敏
春

　

（松
山
）

一
昨
年
、
医
療
の
仕
事
も
辞
め
て
、
専
ら
趣
味

一

点
張
り
″
七
〇
余
坪
の
菜
園
、
古
女
房
同
様
の
サ
ツ

キ
盆
栽
二
〇
〇
余
鉢
、
な
か
な
か
上
手
に
な
ら
な
い

俳
句
、
そ
れ
に
昨
年
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
足
を
突
込
み
、

上
手
に
な
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
。

囲
碁
も
や
り
た
い
、
俳
画
も
続
け
た
い
、
た
ま
に

は
旅
行
も
し
て
み
た
い
、
書
棚
に
は
埃
を
か
ぶ

っ
た

本
が
待

っ
て
い
る
。

何
を
や

っ
て
も
中
途
半
端
で
、
虻
蜂
取
ら
ず
に
日

が
暮
れ
て
い
る
毎
日
、
頭
の
老
化
も
き
る
こ
と
な
が

ら
、
お
陰
で
元
気
で
、
楽
し
く
や

っ
て
い
ま
す
。

ｏ
　
白
石
　
森
繁

　

（松
山
）

占
い
話
だ
が
、
大
正
十
五
年
八
月
中
旬
、
武
智
明

君
と
二
人
で
高
縄
登
山
を
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

五
明

へ
着
い
た
頃
、
彼
が
急
に
腹
痛
を
起
こ
し
、

背
負

っ
て
登

っ
た
が
、
何
分
私
よ
り
大
き
い
身
体
、

思
う
よ
う
に
登
れ
ず
、
登
頂
し
た
の
は
夜
も
十
時
、

床
に
つ
い
た
頃
、
腹
痛
の
心
配
に
加
え
て
急
な
大
雨
、

ど
う
な
る
こ
と
か
と
や
き
も
き
し
た
が
、
翌
朝
は
雨

も
や
み
、
腹
痛
も
よ
く
な
り
楽
し
く
下
山
で
き
た
が
、

救
急
車
も
な
い
時
代
、
若
気
の
い
た
り
と
は
い
え
、

一
歩
誤
ま
れ
ば
人
命
に
も
か
か
わ
る
冒
険
を
よ
く
も

し
た
も
の
と
、
回
顧
し
て
ぞ

っ
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

ｏ
　
高
田
　
静
子

　

（松
山
）

退
職
し
た
ら
、
田
舎
で
好
き
な
お
茶
を
楽
し
み
な

が
ら
の
ん
び
り
暮
ら
す

つ
も
り
で
、
在
職
中
に
家
は

購
入
し
た
も
の
の
、
退
職
し
て
時
間
の
余
裕
が
で
き

て
み
る
と
、
折
角
茶
道
の
盛
ん
な
松
山
に
住
ん
で
い

る
間
に
お
茶
に
専
念
し
よ
う
と
考
え
、
あ
ち
こ
ち
の

研
究
グ

ル
ー
プ
に
入
り
、
友
達
も
大
勢
で
き
、
講
習

会
、
茶
席

へ
と
、
忙
し
い
な
が
ら
も
日
々
が
楽
し
く
、

ま
た
お
茶
は
、
結
構
頭
を
使
う
こ
と
が
多
く
、
ボ
ヶ

防
止
に
も
な
る
と
思
い
、
趣
味
を
生
か
し
た
お
茶
を

通
じ
て
の
充
実
し
た
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
。

ｏ
　
松
下
　
　
武

　

（松
山
）

背
広
に
ネ
ク
タ
イ
の
毎
日
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
も

う
三
年
近
く
に
な
る
。
退
職
後
は
、
な
に
か
社
会
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
思

っ
て
、
■
ツ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
に
加
入
し
て
い
る
。

在
職
中
と
き
ど
き
楽
し
ん
で
い
た
下
手
な

マ
ジ

ッ

ク
を
最
近
ま
た
始
め
、
福
祉
施
設
や
公
民
館

へ
出
向

い
て
は
や

っ
て
い
る
が
、
見
せ
る
、
教
え
る
と
い
う

よ
り
も
、　
一
緒
に
楽
し
く
遊
ん
で
も
ら

っ
て
い
る
と

一言
っ
た
方
が
当
を
得
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

恥
を
か
か
な
い
よ
う
、
多
少
の
準
備
や
練
習
も
必

要
で
、
ボ
ケ
防
止
に
結
構
役
立

っ
て
い
る
。

ｏ
　
矢
野
治
郎
衛

　

（伊
予
）

入
院
の
仕
度
ひ
ま
ど
る
炭
を

つ
ぐ

前
立
線
、
心
臓
、
高
血
圧
等
々
の
背
番
号
を

つ
け

た
六
人

（六
人
部
屋
）
、
互
い
の
国
境
異
状
も
な
く
、

朝
起
き
て
三
度
飯
を
食
べ
る
が
、
夜
と
も
な
れ
ば
腹

が
す
く
、
で
も
待
て
暫
し
腹
の
虫
。

六
人
中
優
等
生
は
吾
ひ
と
り
、
紅
白
歌
合
戦
も
終

り
、
明
け
れ
ば
新
年
、
窓
越
し
に
見
る
小
鳥
の
中
に

寒
雀
が
い
る
。
恵
方
か
し
こ
み
掌
を
合
わ
し
、
患
者

同
士
御
慶
を
交
わ
す
。
こ
こ
に
は
交
通
事
故
も
な
く
、

心
よ
い
元
旦
、
病
院
は
極
楽
だ
。

ｏ
　
細
川
　
一ュ呈
口
　

（宇
和
島
）

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
荷
物
あ
り
が
と
う
」。
、
孫
達
に

送

っ
た
宅
急
便
の
礼
の
電
話
で
あ
る
。
声
は
小

一
の

長
女
、
次
女
、
三
女
と
続
く
、
こ
の

ご
百
を
聞
く
嬉

し
さ
に
、
無
理
を
し
て
も
月

一
回
の
定
期
便
で
あ
る
。

送
る
物
は
い
ろ
い
ろ
考
え
る
が
、
こ
れ
が

一
苦
労
、

女
児
二
人
だ
か
ら

一
人
に
送
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、

街
行
く
同
じ
年
頃
の
子
が
目
に
つ
く
、
着
て
い
る
物

は
？
持

っ
て
い
る
物
は
？
と
悩
む
。
時
に
は
孫
達
か

ら
カ
タ
カ
ナ

。
横
文
字
の
注
文
が
来
る
、
何
や
ら
分

か
ら
ぬ
ま
ま
メ
モ
を
持

っ
て
店

へ
、
店
員
の
助
言
で

や

っ
と
分
か
る
。
夜
荷
造
り
を
す
る
、
ま
た
楽
し
。

ｏ
　
宮
崎
　
菫
里
子

　

（川
之
江
）

退
職
後
、
香
港
、　
ハ
ワ
イ
、　
マ
〓
フ
ヘ
と
、
よ
き

友
と
と
も
に
旅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

優
し
い
長
女
夫
婦
と
中
三
の
孫
の
四
人
家
族
、
ス

ク
ー
タ
ー
で
買
物
に
行
く
の
が
日
課
で
す
。

夜
は
近
く
の
公
民
館

へ
、
御
詠
歌
、
詩
吟
、
俳
句

と
、
ボ
ケ
防
止
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

お
か
げ
で
、
近
所
の
お
ば
さ
ん
に

「
あ
ん
た
ら
親

子
は
人
柄
が
よ
い
と
評
判
じ
ゃ
わ
い
」。
と
、
ほ
め
て

も
ら

っ
た
り
も
し
ま
す
が
、
亡
夫
の
と
こ
ろ

へ
行
く

ま
で
、
そ
う
あ
り
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

誕
生
祝
に
、
娘
が
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
く
れ
ま
し
た
。

年
は
六
六
才
で
も
、
気
持
は
華
や
い
で
い
ま
す
。

ｏ
　
小
浜
　
一一
郎

　

（琴
平
）

退
職
後

一
四
年
、
三
世
代
同
居
で
暮
ら
し
て
い
る
。

韓
国
や
北
海
道
旅
行
を
終
え
、
四
国
八
八
ケ
所
巡
り
、

西
国
二
三
、
秩
父
三
四
観
音
巡
り
も
終
わ
り
、
残
る

は
阪
東
三
三
観
音
の
み
、　
一
〇
〇
観
音
巡
拝
結
願
を

達
成
し
よ
う
と
願

っ
て
い
る
。

ま
た
健
康

。
長
寿

・
華
福
を
目
標
に
、
全
国
三
〇

〇
万
の
愛
好
者
が
い
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
毎
日
四
時

間
楽
し
ん
で
い
る
。
町
、
郡
、
県
、
四
国
大
会
と
、

毎
月
ど
こ
か

へ
試
合
に
出
か
け
て
い
る
。
お
陰
で
優

勝
メ
ダ

ル
や
ト
ロ
フ
ィ
を

一
〇
個
も
貰

っ
た
、
次
は

全
国
大
会
に
出
場
し
た
い
と
念
願
す
る
こ
の
頃
で
す
。

―― b ――
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ｏ
　
酒
井
　
芳
満

　

（観
音
寺
）

神
慮
い
ま
　
鳩
を
翔
た
し
む
　
初
詣

俳
句
を
始
め
た
の
は
逓
講
入
学
の
頃
だ
か
ら
、
か

れ
こ
れ
半
世
紀
が
来
よ
う
と
し
て
い
る
。　
一
向
に
う

ま
く
な
ら
な
い
が
、
読
書
と
共
に
日
常
生
活
に
潤
い

を
も
た
ら
し
、
活
力
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
幸
せ
だ

と
思

っ
て
い
る
。

ま
た

一
石
二
鳥
と
、
ボ
ケ
予
防
も
も
く
ろ
ん
で
い

る
が
、
地
域
の
世
話
や
百
姓
な
ど
と
雑
音
も
多
く
、

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
何
時
も
過
密
気
味
、
余
生
ら
し
か

ら
ぬ
忙
し
い
毎
日
で
あ
る
が
、
自
画
自
賛
し
な
が
ら

大
い
に

ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

ｏ
　
藤
田
ア
イ
子

　

（上
庄
）

生
来
上
い
じ
り
が
人
好
き
で
、
四
十
坪
ほ
ど
の
菜

園
が
私
の
最
良
の
友
で
す
。

土
い
じ
り
は
食
生
活
に
大
変
役
だ

っ
て
お
り
、
ま

た
野
菜
く
ず
や
残
飯
処
理
に
鶏
を
五
～
六
羽
飼

っ
て

い
る
が
、
四
人
家
族
の
卵
は
こ
れ
で
十
分
で
、
鶏
舎

に
敷
く
落
ち
葉
拾
い
は
家
族
全
員
で
や

っ
て
い
ま
す
。

色
鮮
や
か
な
落
ち
葉
に
、
五
才
の
孫
娘
は
目
を
輝

や
か
せ
、
ま
る
で
宝
物
で
も
拾
う
よ
う
に
喜
々
と
し

て
飛
び
は
ね
て
い
ま
す
。

健
康
と
喜
び
と
実
益
を
兼
ね
た
土
い
じ
り
は
、
神

の
恵
を
食
膳
に
盛
り
、
ま
た
ボ
ケ
予
防
に
と
、
日
々

頑
張

っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
　
喜
田
　
有
二
　

（徳
島
）

小
さ
な
畑
で
弁
当
持
参
の
上
い
じ
り
と
、
郵
便
碁

が
私
の
日
課
で
す
。
花
菖
蒲
な
ど
、
球
宿
根
草
を
六

年
間
も
続
け
た
の
に
、

「
園
芸
講
座
で
、
春
化
現
象

な
ど
の
言
葉
を
覚
え
る
だ
け
で
は
駄
日
で
す
よ
」。
と

家
内
の
失
笑
を
買
う
始
末
。
そ
こ
で
「散
歩
が
目
的
」

と
負
け
惜
し
み
を
言

っ
て
い
る
が
、
本
心
は
、
帰
途
、

バ
ス
停
の
自
販
機
の

一
合
パ

ッ
ク
が
日
的
か
も
？

と
に
か
く
、
日
々
変
容
す
る
花
芽
な
ど
、
楽
し
い

も
の
で
す
。
上
質
な
ど
、
適
地
性
も
少
し
は
分
か
り
、

昨
秋
、
紅
梅

・
白
梅
を
中
心
に
花
木
に
切
り
替
え
、

再
挑
戦
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

ｏ
　
戸
島
千
代
子

　

⌒脇
町
）

光
陰
矢
の
如
し
／
と
か
、
退
職
し
て
早
三
年
に
な

り
ま
す
。
若
夫
婦
が
共
働
き
で
、
私
の
退
職
と
同
時

に
同
居
し
、
二
人
の
孫
の
世
話
と
炊
事
に
忙
が
し
く
、

お
陰
で
職
を
離
れ
た
寂
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
も
な
く

あ
り
が
た
く
思

っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
は
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
が
発
足
し
、
健
康

教
室
、
手
芸
、
生
花
な
ど
趣
味
を
通
じ
て
人
々
の
交

流
に
も
恵
ま
れ
、
和
紙
工
芸
で
は
和
紙
の
ぬ
く
も
り

と
伝
統
の
美
し
さ
に
触
れ
、
生
花
で
草
木
と
花
器
の

調
和
を
と
…

一
寸
大
げ
さ
か
な
？
心
の
安
ら
ぎ
を
求

め
、
六
十
の
手
習
い
に

一
生
懸
命
の
こ
の
頃
で
す
。

ｏ
　
池
内
　
寿
子

　

（高
知
）

ゲ

一一
、　
マ
ッ
コ
ト
、
タ
マ
ル
カ
、
ヤ
チ
ガ
ナ
イ
ー

ｔ
佐
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
、
親
し
み
や
す
く
、

力
強
い
放
言
が
あ
り
ま
す
。

退
職
後
テ
ン
ゴ
ノ
ヵ
ｌ
を
し
て

「
む

つ
み
会
」
の

世
話
や
俳
句
、
民
踊
、
習
字
に
手
を
染
め
て
い
ま
す
。

ト
ン
ト
年
と
る
と
、
ノ
ー
が

ヮ
ル
ー
て
、　
ハ
シ
コ

ウ
な
り
、　
コ（デ
ヤて
ンもＬ
、
一
チ̈
に
ナ
ッ
チ
ョ
リ
ま
す
。

ヘ
ラ

コ
イ

こ
と
も
、
サ
ド

コ
イ
こ
と
も
よ
う
し
ま

せ
ん
安
て
、　
エ
ズ

ラ
シ
イ
と
思
う
て
も
ク
ジ
を
ク

ッ

タ
リ
、　
コ
ウ
ベ
リ
も
せ
ず
、
チ
ヤ
チ
ヤ
言

い
も

っ
て
、

ゾ

ウ
モ
ム
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
分
か
ら
に
ゃ
、
土
佐

へ
来

て
ミ
ー
ヤ
。

ｏ
　
小
笠
原
貴
革
　
　
（高
知
）

亡
き
母
を
伴

い
、
同
行
三
人
で
お
札
所
詣
り
…
…

鳴
門
在
任
中
、
県
下
の
■
三
札
所
は
詣
り
た
い
と

念
じ
て
、
昭
和
三
六
年
五
月
七
日
家
を
出
る
。

こ
の
日
、
ま
ず

一
番
札
所
霊
山
寺
を
す
ま
し
、
二

番
札
所
極
楽
寺
に
着
く
。

本
堂
わ
き
の
長
命
杉

（
一
一
〇
〇
年
前
、
弘
法
大

師
が
手
植
え
さ
れ
た
と
か
Ｊ
が
、
空
中
高
く
響
え
、

そ
の
葉
の
ふ
さ
ふ
さ
し
い
こ
と
、
高
令
を
極
め
て
な

お
か
く
し
ゃ
く
た
る
と
こ
ろ
は
、
円
満
そ
の
も
の
の

翁
を
思
わ
す
も
の
が
あ
り
、
私
は
自
ず
と
頭
の
下
が

る
の
を
覚
え
た
。

（お
詣
り
記
録
帳
よ
り
。）

ｏ
　
細
川
　
安
治

　

（土
佐
清
水
）

十
年

一
昔
と
申
し
ま
す
が
、
退
職
し
て
早
く
も

一

昔
が
過
ぎ
、
そ
の
間
病
気
も
せ
ず
、
元
気
に
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

一
男
四
女
の
子
供
達
も
そ
れ
ぞ
れ
巣
立
ち
、
内
孫

二
人
、
外
孫
七
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
だ
に
大
き

く
も
な
い
怪
を
方
々
か
ら
か
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
、

そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
？
、
運
動
会
な
ど
で

一
生
懸

命
走

っ
て
も
、
翌
日
足
の
痛
み
を
覚
え
ま
せ
ん
。

部
落
の
区
長
を
仰
せ

つ
か

っ
て
三
年
目
に
入
り
、

趣
味
の
釣
り
も
、
農
作
業
や
区
長
職
の
暇
を
見

つ
け

て
は
出
か
け
て
い
る
、
き
ょ
う
こ
の
頃
で
す
。

民
話
と
紙
芝
居
に

情
熱
を
燃
や
す

岡
村
正
男
さ
ん

（安
芸
）

（安
芸
郡
芸
西
村
馬
ノ
Ｌ
）

二
年
ほ
ど
前
、
土
佐
民
話
の
会
々
長
の
民
話
を
聴

い
た
岡
村
さ
ん
は
、
幼
か
り
し
頃
、
夏
は
団
扇
片
手

に
涼
み
台
で
、
冬
は
囲
炉
裏
で
暖
を
取
り
な
が
ら
、

お
か
し
く
お
も
し
ろ
く
聴
か
せ
て
も
ら

っ
た
民
話
の

数
々
が
、
走
馬
灯
の
如
く
脳
裏
を
駆
け
巡

っ
た
。
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「
近
頃
は
、
み
ん
な
テ
レ
ビ
に
調
じ
り

つ
き
、
民

話
を
語
る
人
も
い
な
い
、
こ
の
ま
ま
忘
れ
去
ら
れ
て

は
勿
体
な
い
、
何
と
か
残
し
た
い
…
」
と
、　
一
心
発

起
し
た
岡
村
さ
ん
は
、
早
速
同
好
者
募
り
に
奔
走
、

賛
同
し
て
く
れ
た
元
教
員
、
主
婦
な
ど
十
余
名
で
、

「
芸
西
民
話
の
会
」
を
組
織
し
、
代
表
と
な

っ
た
。

じ
来
、
毎
日
々
々
古
老
を
訪
ね
調
査
の
結
果
、
四

十
余
に
の
ぼ
る
民
話
が
出
て
き
た
。
さ
ら
に

「本
に

し
て
残
そ
う
」。
と
考
え
、
村
の
教
育
委
員
会
に
相
談
、

協
力
を
得
て
、
昨
年
六
月

「
芸
西
ふ
る
さ
と
民
話
」

集
の
発
行
に
こ
ぎ

つ
け
た
。

ま
た
岡
村
さ
ん
は
、

自
ら
紙
芝
居

の
絵
を

画
き
、
民
話

に
振
り

を
付
け
、
さ
ら

に
楽

し

い
も

の
に
し
た
。

村

の
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校

へ
は
、

招
聘

の
都
度
出
向

い

て
上
演
し
て
い
る
が
、

「
こ
ん
な
も

の
見

て

も
聴

い
て
も
く
れ

ま

い
」。
と
思

い
き
や
、

目
を
輝
か
せ
、
熱
心
に
見
聴
き
し
て
く
れ
た
。

敬
老
会
で
は
、
方
言
の
中
で
育

っ
た
年
寄
り
だ
け

に
、
殊
の
ほ
か
関
心
を
寄
せ
、
喜
ん
で
く
れ
た
。
み

ん
な
の
喜
び
を
肌
で
感
じ
た
岡
村
さ
ん
は
、
上
演
に

も
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か

っ
て
く
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

馬
ノ
上
地
区
で
の

「小
学
校
卒
業

・
入
学
お
め
で

と
う
会
」
で
の
上
演
風
景

（写
真
）
は
、
数
度
高
知

新
聞
で
報
道
さ
れ
た
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
な
ど
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど
で
の
報
道

。
紹
介
は

十
日
に
も
及
ん
で
い
る
。

岡
村
さ
ん
は
さ
ら
に
、
県
教
委
か
ら
民
一話
研
究
調

査
員
、
村
教
委
か
ら
は
文
化
財
調
査
委
員
を
仰
せ

つ

か
り
、
ま
た
芸
西
地
区
謡
曲
の
会
々
長
も

つ
と
め
る

な
ど
、
多
忙
の
毎
日
で
あ
る
が
、

「
民
謡
は
祖
先
が

何
百
年
の
昔
か
ら
、
子

・
孫

へ
と
伝
え
ら
れ
て
き
た

貴
重
な
口
承
文
学
で
す
、
こ
れ
か
ら
も
漏
れ
た
も
の

を
さ
ら
に
掘
り
起
こ
し
、
第
二
集
を
発
行
し
た
い
］

と
、
ま
す
ま
す
意
欲
を
燃
や
さ
れ
る
。

ど
う
か
い
つ
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
ご
活
躍
の

ほ
ど
、
切
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
書
同
市
記
）

「
鴫
」

荘
野
　
丹
秀

⌒内
海
）

雑
木
林
の
丘
に
あ
る
吾
が
家
の
庭
は
、
春
は
野
鳥

の
楽
園
で
あ
る
。

鶯
、
日
白
、
小
鷺
、
青
鷺
、
鴨
、
鵜
、
四
十
雀
、

尉
鶴
、
白
鶴
鵠
、
鵜
、
鳴
等
々
、
求
愛
か
ら
始
ま

っ

て
巣
づ
く
り
、
子
育
て
、
親
子
の
別
れ
、
観
察
は
お

も
し
ろ
く
、
ス
ケ
ッ
チ
も
楽
し
い
、
表
紙
絵
は
そ
の

一
つ
嶋
で
あ
る
。

余
　
栄

　

（死
亡
順
位
）

従
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
　
野
本
　
幸
馬
　
様
　
（土
佐
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
　
武
内
　
和
喜
　
様
　
（高
知
）

正
七
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
　
網
江
　
　
功
　
様
　
（松
山
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
　
熊
崎
　
美
登
　
様
　
（高
知
）

正
七
位
勲
五
等
双
光
旭
日
章

故
　
　
佐
久
間
由
夫
　
様
　
（松
山
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
　
浅
川
　
　
祝
　
様
　
（松
山
）

リ
ン
ゴ

　

　

リ
ン
ゴ
か
ら
出
る
エ
チ
レ
ン

の
　

　

ガ

ス

（果
物
の
熟
期
を
早
め
る

効
用

　

作
用
が
あ
る
）
を
活
用
し
て
…

じ
ゃ
が
芋
の
発
芽
防
止

柿
の
渋
抜
き
（十
日
間
位
）

キ
ゥ
イ
を
柔
ら
か
く
す
る

（
二
週
間
位
）

じ
ゃ
が
芋
を
ボ
ー
ル
箱

に
入
れ
、
リ
ン
ゴ
を
入
れ

て
蓋
を
し
て
お
く
。

ナ
イ

ロ
ン
袋
に
柿
な
ど

を
適
宜
入
れ
、
リ
ン
ゴ
を

一
個
入
れ
て
密
封
し
、
暖

か
い
所
に
置
く
。

●
　
リ
ン
ゴ
は
安
物
で
よ
い
。
腐
る
ま
で
使
え
る
。

Ｌ
ｒ
有

句

お
遍
路

に
岬

の
寺

の
落
椿

火

い
ら
ず

の
お
料
具
膳

や
常
楽
会

除
夜

の
鐘

一
番

に
撞
く
銭
当

て
し

. L{+L/ | r:;
:'i'],.llL|., .],',-ll' l,l.

宮
崎
　
由豆
子

（川
之
江
）

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

川
　
　
祝
様

橋
　
文
男
様

馬
　
理

一
様

藤
　
義
行
様

二
宮
　
正
己
様

黒
岩
　
友
重
様

立
木
聡
四
郎
様

堀
口
　
春
歳
様

山
崎
　
義
己
様

原
池
　
晴
幸
様

大
沢
　
作
好
様

６２

。
‐２

・
２‐

６３

・
１

・
‐３

６３

・
‐

。
３‐

６３

・
２

●
１０

６３

・
２

・
２２

６３

・
２

●
２７

６３

・
３

・
５

６３

・
３

●
８

６３

・
３

・
１０

６３

・
３

●
１４

６３

・
３

・
１９

松
　
山

坂
　
出

松
　
山

坂
　
出

松
　
山

赤
　
岡

徳
　
島

八
幡
浜

松
　
山

昔同
　
知

松
　
山
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北
海
道
の
旅

二
晋
磯
岡
　
芳
明

（松
山
）

〇
六
月
二
十
二
日

（月
曜
）

ホ
テ
ル
を
八
時
に
出
発
、
昨
日
通

っ
た
道
路
を
長

万
部
ま
で
ひ
き
返
し
、
ト
イ
レ
休
憩
と
な
る
。
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
に
隣
接
し
た
ト
イ
レ
の
豪
華
さ
に
は
驚
い

た
。
出
入
口
は
自
動
ド
ア
、
手
洗
の
蛇
口
の
下
に
手

を
置
く
と
自
動
的
に
水
が
出
て
、
手
を
引
く
と
水
が

止
る
。
内
装
も
立
派
で
、
有
料
ト
イ
レ
と
錯
覚
し
そ

う
だ
。
そ
の
後
、
暫
く
人
家
も
ま
ば
ら
な
山
の
道
を

通
り
、
ス
キ
ー
場
で
有
名
な

ニ
セ
コ
に
着
く
。
ホ
テ

ル
で
昼
食
を
と
り
、
バ
ス
は
倶
知
安
を
通
過
し
て
、

余
市
の
ニ
ッ
カ
、
ウ
イ
ス
キ
ー
エ
場
を
見
学
し
た
。

案
内
嬢
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
工
場
内
を
製
造
工

程
順
に
見
て
回

っ
た
。
最
後
に
ビ
ル
の
三
階
で
試
飲

す
る
所
が
あ
り
、
シ
ロ
ッ
プ
、
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ

ー
と
二
種
類
の
飲
物
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

余
市
を
出
て
、
日
本
海
の
沿
岸
を
走
り
、
小
樽
市

内
に
入
る
。
丘
陵
地
に
色
と
り
ど
り
に
並
ぶ
町
並
は
、

異
国
情
緒
が
あ
る
。
高
速
道
路
に
入
り
、　
一
路
札
幌

へ
。
大
倉
山
の
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
を
見
学
、
宿
舎
の

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
入
る
。
道
庁
の
近
く
に
あ

る
当
ホ
テ
ル
は
、
そ
の
規
模
も
大
き
く
、
客
室
の
設

備
も
立
派
で
あ
る
。
当
夜
の
夕
食
は
含
ま
れ
て
い
な

い
た
め
、
街

へ
出
る
。
有
名
な
大
通
公
園
ま
で
徒
歩

で
数
分
、
時
計
台
も
ご
く
近
く
に
あ
る
。

札
幌
市
の
人
口
は
、
百
五
十
万
人
を
超
え
て
い
る
。

町
並
は
大
通
公
園
の
テ
レ
ビ
塔
に
向

っ
て
左
が
、
北

Ｏ
条
、
右
が
南
〇
条
と
整
然
と
区
画
さ
れ
て
い
る
。

本
国
の
行
程
三
百
十

一
粁
。

０
六
月
二
十
三
日

（火
曜
）

旅
も
最
終
日
と
な
る
。
ホ
テ
ル
を
出
発
後
、
羊
ケ

丘
牧
場
に
立
寄
る
。
羊
の
群
は
遠
く
に

一
群
が
見
え

た
の
み
だ

っ
た
。
か
の
有
名
な
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
銅

）

像
が
建

っ
て
い
る
。
牧
場
を
出
発
し
て

一
路
空
港

ヘ

向

っ
た
が
、
空
港
の
す
ぐ
手
前
の
物
産
館
に
立
寄
る
。

道
内
各
地
の
土
産
品
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。
観

光
北
海
道
の
商
魂
の
た
く
ま
し
さ
が
あ
る
。
本
国
の

バ
ス
の
行
程
五
十
二
粁
。
六
日
間
の
総
行
程
千
五
百

六
十
八
粁
。
最
終
日
を
除
い
た
五
日
間
の

一
日
平
均

は
約
二
百
粁
。

雄
大
な
北
海
道
の
自
然
を
満
喫
す
る
と
と
も
に
、

見
知
ら
ぬ
人
と
の
出
合
い
と
ふ
れ
あ
い
が
、
心
に
残

る
旅
で
あ

っ
た
。
テ
レ
ビ
に
映
る
北
海
道
の
景
色
を

興
味
深
く
眺
め
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

台
湾
の
旅

（完
）

猪
谷
　
一暴
夫

（高
松
）

台
湾
の
主
都
、
台
北
は
人
口
二
四
〇
万
。
街
は
活

気
を
呈
し
て
い
る
。
最
後
に
泊

っ
た
園
山
大
飯
店
は

台
湾

一
の
ホ
テ
ル
で
、
丘
上
に
青
と
深
紅
の
色
鮮
や

か
な
四
角
四
面
の
高
層
で
中
国
の
宮
殿
風
、
人
口
に

は
守
礼
の
門
を
し

つ
ら
え
た
豪
壮
華
一麗
な
も
の
。
二

人
部
屋
だ
が
控
え
の
間
と
寝
室
が
そ
れ
ぞ
れ
約
二
〇

坪
も
あ
り
、
設
備
も
至
れ
り
蓋
せ
り
だ
。

広
い
ベ
ラ
ン
ダ
の
眼
下
を
基
隆
川
が
流
れ
、
そ
れ

に
沿
う
中
山
公
路
は
夜
と
も
な
れ
ば
光
の
ベ
ル
ト
。

食
事
も
よ
く
、
朝
食
は
洋
食
、
ご
飯
食
、
粥
食
を
自

由
に
選
択
で
き
る
。

最
初
到
着
の
日
は
、
郊
外
の
山
手
に
あ
る
故
宮
博

物
館
と
忠
烈
桐
に
行
く
。
故
官
博
物
館
は
中
国
の
王

宮
タ
イ
プ
、
三
千
年
以
Ｌ
も
昔
か
ら
の
青
銅
器
、
陶

磁
器
、
書
画
な
ど
主
と
し
て
中
国
不
土
の
も
の
が
展

示
さ
れ
、
急
い
で
回

（́
て
も
二
時
間
は
か
か
る
＾
思

烈
桐
は
日
本
の
靖
国
祥
社
に
相
当
す
る
も
つ
て
、
衛

兵
の
荘
重
な
交
替
儀
式
が

一
寸
し
た
見

も
の
で
あ
る
。

最
後
の
日
は
市
内
見
物
こ
都
心
の
総
統
府

（戦
前

の
総
督
府
）
に
行
く
。
十

一
月
十
二
日
は
初
代
総
統

蒋
介
石
の
誕
生
百
年
記
念
と
や
ら
で
、
官
公
署
、
銀

行
、
大
商
店
の
正
面
に
は
赤
地
に

「蒋
公
百
年
誕
辰

記
念
」
と
白
書
し
た
横
幕
を
廻
し
た
満
艦
飾
。
付
近

は
官
衛
、
大
学
、
病
院
が
集
中
し
、
少
々
離
れ
た
所

に
蒋
介
石
の
偉
業
を
称
え
る
白
亜
の
巨
大

モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
ー
中
止
記
念
館
も
あ
る
。
最
近
完
成
し
た
ら
し

く
仲
々
立
派
な
建
造
物
で
あ
る
。
最
後
に
台
北
で
最

も
古
い
寺
―
龍
山
寺
に
詣
る
。
観
音
菩
薩
を
本
尊
に

種
々
の
神
仏
が
杞
ら
れ
参
詣
者
も
多
く
、
狭
い
境
内

は
香
煙
が
漂
い
、
東
京
の
浅
草
寺
を
思
わ
せ
る
よ
う
だ
。

見
物
を
終
え
、
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ジ

ン
ギ

ス

カ
ン
料
理
の
昼
食
を
と
る
。
牛
、
廉
、
羊
、
豚
肉
を

好
み
に
応
じ
野
菜
と
共
に
大
鉄
板
で
焼
い
た
も
の
に

タ
レ
を

つ
け
て
食
う
が
、
仲
々
美
味
で
あ

っ
た
。
食

後
、
空
港
に
行
き
数
時
間
待

っ
て

一
路
大
阪
に
向
う
。

粕
汁
の
思
い
出

高
原
　
　
博

（阿
南
）

戦
後
も
四
十
年
以
上
経

っ
た
今
日
、
記
憶
の
程
は

怪
し
い
が
、
昭
和
十
四
年
、
ロ
ソ
両
国
が
ソ
満
国
境

の
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
再
び
衝
突
、
関
東
軍
の
精
鋭
は
七

割
三
分
に
及
ぶ
大
損
害
を
受
け
、
四
か
月
後
停
戦
協

定
が
結
ば
れ
、
同
十
五
年
、
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟

締
結
等
々
の
時
代
、
我
等
逓
信
省
雇
員
二
千
名
は
、

十
六
年
七
月
仕
三
日
関
東
軍
司
令
部
付
を
命
ぜ
ら
れ

た
が
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
戦
死
者
が
、　
一
万
数
千

人
に
及
ん
だ
こ
と
や
、
私
達
の
従
軍
が

『関
特
演
』

と
名
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
に
深
く
関
係
し
た
こ
と
な
ど

は
、
後
に
大
東
亜
戦
争
史
で
知

っ
た
次
第
で
あ
る
。

で
理
を
出
て
か
ら

一
か
月
も
経

っ
た
ろ
う
か
。
来

る
「
も
来
る
日
も
雨
ま
た
雨
、
季
節
は
夏
と
い
う
の

に
大
陸
の
雨
は
冷
た
い
、
冷
え
切

っ
た
体
で
や

っ
と

迪
り
着
い
た
宿
舎
は
、
南
満
州
は
チ
チ

ハ
ル
の
某
女

学
院
、
寄
宿
舎
の
畳
や
和
ら
か
い
電
燈
の
光
は
疲
れ

た
体
に
は
と
て
も
有
難
か

っ
た
ｃ

や
が
て
楽
し
い
食
事
時
間
と
な
る
。
食
堂
の
係
員

）
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は
、
万
事
軍
事
優
先
と
は
い
え
、
遠
来
の
同
胞
を
も

て
な
す
意
味
か
ら
、
腕
に
撚
り
を
か
け
た
メ
ニ
ュ
ー

は
鮭
の
粕
汁
で
あ

っ
た
。
粕
汁
は
今
で
は
そ
ん
な
に

特
異
な
料
理
で
は
な
い
が
、
如
何
ん
せ
ん
我
が
部
隊

の
大
方
は
、
こ
の
珍
味
に
馴
染
み
の
あ
る
者
が
少
な

か

っ
た
。
食
習
慣
の
違
い
と
言
う
の
か
、
こ
の
慣
れ

な
い
味
が
そ
も
そ
も
不
幸
な
出
来
事
の
発
端
と
な

っ

た
。
代
表
者
が

「
お
国
の
た
め
に
は
る
ば
る
や

っ
て

来
た
我
々
に
腐

っ
た
魚
を
食
わ
す
と
は
何
事
か
中
と
、

早
速
食
堂

へ
苦
情
を
持
ち
込
ん
だ
。
食
堂
で
は
何
の

こ
と
や
ら
分
か
ら
ず
、
田
舎
者
相
手
に
さ
ぞ
か
し
困

っ
た
こ
と
てヽ
あ

っ
た
ろ
う
。

こ
の
話
し
の
結
末
が
ど
う
な

っ
た
こ
と
や
ら
、
も

う
忘
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
今
で
も
粕
汁
が
出
る
度
に

当
事
の
光
景
が
思
い
出
さ
れ
て
、
食
堂
係
員
が
お
気

の
毒
や
ら
申
し
訳
な
い
や
ら
、
そ
れ
で
も
チ
ョ
ッ
ピ

リ
懐
か
し
い
気
の
す
る
こ
の
頃
で
す
。

あ
　
の
　
頃

山
口
　
満
夫

（松
山
）

昭
和
七
年
二
月
、
旧
制
商
業
学
校
を
卒
業
、
京
都

市
営
中
央
市
場
に
就
職
し
た
が
、
京
都
地
方
の
冬
は

底
冷
え
し
て
想
像
以
上
に
厳
し
く
、
南
国
育
ち
の
私

に
は
耐
え
難
く
、
身
に
し
み
入
る
寒
さ
だ

っ
た
。

朝
四
時
頃
起
床
、
ま
だ
明
け
や
ら
ぬ
街
は
静
寂
で

真
暗
闇
、
東
山
の
空
に
は
美
し
い
星
が
瞬
い
て
い
る
。

若
狭
か
ら
来
た
お
竹
ど
ん
、
山
科
出
身
の
お
梅
ど

ん
が
、
熱
爛
の
徳
利
二
本
を
膳
蓋
に
置
い
て
く
れ
る
、

寒
さ
凌
ぎ
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
最
初
は
鼻
や
喉
に

む
せ
て
苦
し
か

っ
た
が
、
無
理
し
て
も
流
し
込
ま
ね

ば
市
場
の
番
頭
に
は
な
れ
ず
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
市

場
勤
務
の
容
易
な
ら
ぎ
る
を
覚
え
た
。

し
か
し
、
馴
れ
は
不
思
議
な
も
の
で
、　
一
か
月
も

過
ぎ
た
頃
に
は
、
徳
利
の

「
が
ぶ
飲
み
」
も
平
気
に

な

っ
た
。
お
陰
？
で
、
年
を
重
ね
る
程
に
酒
豪
と
い

わ
れ
、
今
や
酒
仙
の
域
に
達
し
、
淡
々

二

）た
心
境

に
な
れ
た
の
も
、
飲
み
助
の
冥
利
で
あ
ろ
う
か

）

昔
か
ら
酒
と
何
と
や
ら
で
、
京
都
で
の
二
年
間
、

夜
と
も
な
れ
ば
知
ら
ず
知
ら
ず
赤
提
灯
の
暖
簾
を
潜
り
、

ほ
ろ
よ
い
気
嫌
に
な
れ
ば
七
条
島
原
遊
里

へ
し
け
こ

む
始
末
。
当
時
は
徳
利

一
本
十
三
銭
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

バ
ッ
ト

一
箱
六
銭
、
遊
里
の
あ
か
し
三
円
前
後
な
ど
、

苦
し
さ
の
中
に
も
楽
し
く
、
よ
き
時
代
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
も
う
五
十
余
年
が
経
過
し
た
、
十
六
年

前
妻
に
先
だ
た
れ
た
が
、
近
頃
茶
飲
み
友
達
も
で
き
、

老
い
の
孤
独
か
ら
解
放
さ
れ
、
長
年
の
腰
痛
で
足
腰

に
些
か
痺
れ
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
健
康
で
あ
る
こ

と
に
感
謝
の
日
々
で
あ
る
。

鶴
亀
ナ
イ
ス

。
フ
ァ
イ
ト
賞
受
賞
の
喜
び

吉
田
　
丸
蔵

（松
山
）

さ
る

一
月
三
日
、
道
後
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
の
旧
電

電
Ｏ
Ｂ
の
翠
石
会
第

一
三
二
回

コ
ン
ペ
に
お
い
て
、

長
谷
川
茂
会
長
よ
り
私
が

「
今
年
八
五
才
と
な

っ
た

現
在
、
当
世
若
い
人
と
共
に
プ

レ
ー
す
る
精
神
力
と

ゴ
ル
フ
に
対
す
る
情
熱
及
び
そ
の
成
績
は
当
会
会
員

の
模
範
と
す
る
に
足
る
」。
と
お
褒
め
の
言
葉
と
共
に
、

右
の
碑
文
を
彫
刻
し
た
水
晶
製
の
立
派
な
置
物
を
頂

戴
、
あ
り
が
た
く
感
激
し
た
次
第
で
、
ゴ
ル
フ
に
対

す
る
情
熱
は
ま
た

一
段
と
燃
え
、
最
後
の
目
標

エ
ー

ジ
シ
ュ
ー
ト

（年
令
と
同
じ

ス
コ
ア
ー
以
下
）
達
成

に
向
け
、
覚
悟
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

ゴ
ル
フ
を
始
め
て
三
十
年
、
そ
の
前
は
テ
ニ
ス
を

二
十
年
、
何
れ
も
大
し
た
進
歩
は
な
い
が
、
運
動
に

対
す
情
熱
は
旺
盛
で
、
お
陰
で
年
令
の
割
に
若
さ
を

維
持
し
、
健
康
で
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

も
練
習
と
運
動
の
た
め
に
は
、
熱
い

。
寒
い
と
言
わ

な
い
で
、
庭
の
小
練
習
場
で
毎
日
二
〇
〇
発
ボ
ー
ル

を
叩
い
て
い
ま
す
。

夏
は
汗
を
び

っ
し
ょ
り
か
き
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

）て
の
冷
た
い
ビ
ー
ル

一
杯
″
こ
の
時
の
気
分
た
る
や

可
打
に
も
代
え
難
く
、
健
康
の
有
難
さ
を

つ
く
づ
く

感
じ
ま

す
が
、
手
れ
か
ら
も
九
〇
才
ゴ
ル
フ
、
百
才

．コ
ル
フ
手
司
け
て

一
段
の
努
力
を
し
、

「
鶴
亀
ナ
イ

ス
。
フ
・
イ
ト
賞

一
に
報
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
養
生
訓
と
し

て
、
大
徳
寺
の
偉
い
和
尚
さ
ん
は

「
五
十
や
六
十
花

な
ら
雷
、
七
十

・
八
十
は
働
き
盛
り
、
九
十
に
な

っ

て
迎
え
が
来
た
ら
、
百
ま
で
待
て
と
追
い
返
え
せ
」。

と
、
ま
た
そ
の
意
欲
を
実
現
す
る
た
め
に
は
０
趣
味

道
楽
を
持
ち
絶
え
ず
気
分
転
換
を
図
る
。
②
合
理
的

な
食
生
活
に
努
め
る
。
０
円
熟
し
た
男
女
関
係
。
④

あ
ら
ゆ
る
物
に
好
奇
心
を
持
ち
、
脳
の
活
性
化
に
勉

め
る
。
こ
と
が
大
切
と
か
。
私
は
、
こ
の
養
生
訓
を

実
践
し
て
自
分
自
身
の
健
康
管
理
に
務
め
、
百
才
ゴ

ル
フ
を
目
標
に
、
妻
と
共
に
残
り
の
人
生
を
楽
し
く

生
き
て
行
く
考
え
で
す
。

投
　
稿

　
規

　
定

一　

会
員
消
息
　
四
〇
〇
字
以
内

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
　
五
首
又
は
五
句
以
内

〓
一　
随
筆
、
随
想
　
エハ
○
○
字
以
内

原
稿
締
切
　
五
月
二
〇
日

・
字
数
は
な
る
べ
く
お
守
り
く
だ
さ
い
。

。
原
稿
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
お
任
せ
願
い
ま
す
。

電
友
会
四
国
連
合
会
会
報
　
　
第
六
二
号

昭
和
六
三
年
四
月

一
日
発
行

編

集

発

行

一円
友

会

四

国

連

合

会

事

　

　

務

　

　

局

松
山
市

一
番
町
四
丁
目

（〒
七
九
〇
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
内

電
話
（〇
八
九
九
二
壬
′
‐
、
上

一〇
二
三

印
　
刷
　
　
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社
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自 由 に 持 ち 運 べ る 半 径 100m。
お11て
｀
キ ッチンf嗜 ●.接 続 装置かし,半

イ子100m下り電,見
"t Hl離

,な

',ど
こへて
・
も|ケち

,Iび自由.お好きな場所でお話L力 iできまt
r通 話可能範囲は周国の条件により異なります)

雑 音 が 少 な い 明 瞭 な 通 話 。

雑音抑圧回路観 用しててヽるので これまで

より雑音が少なくなりました。より明瞭な音

声く 通話ができま丸

停電時でもOK。
お話し |](1停 電になっても通 話が切れる

こと|よありません。停電 1月 電源 (オフション)が

ただち(ン ンヾクア′フ:ひきつづきお話しが

できまt

販売価格84,800円
(割賦払いもご利用いただけます)

`8「
売価格には工事責は含まれておりません.
X( 〕内の数字は商品管理コートです

項 目 コートレス電話機 充電器 接続装置

寸法(縦 X tt X高さ)い●
重量 (g) 約150 約250 約650

消費電力 約 3(AC 00,使用時 ) 約 2 約6 1AC 00V●用時 )

●本商品よ,数 の電
"を

利用し,[弩受されに〈tヽ商品ですが 電■を使用してtヽる問係上 通常の手段を超える方法かとられた場合には 第二者がま意に通話内容を傍受するケース1全 〈無いとよいえません―この点にキ分配慮して
こ詢層(liさ t,‐ なら 一部のラジオ等をD― ドレスホンの IT傍 に置いた場合には 話が聞二える場合があ|ますrlで この点 [つ tヽても十分配慮して二十,用 くたさい
●ま,:本 商品|ま C等 電■部品をinしてt、るため テレビラジオ アンフ:スビーカホックス電気こたつ 電子レンジのではなと 電磁■や磁気の発生する機器のそ|よでのこ,日 は iヽ音が発生したり 通話が途中て切れるなとの
原コとなる;合 がありますので 極,運 けてください.

力 屈 何 1」   ホン

殷 実府りⅣアアンタ

`/Fく

艦 場/

美しさが実力。おしゃれでカワイイ、
/rr7i.a-trt zx>/ fyE

電 話 が イ ン テ リア に な る 。

電話機はもうインテリアのひとつ。パッtは、

美しく映えるデザイス飽きのこなtヽフォルム

グストルームやオフィスなどお部屋の雰囲気

をいっそう引き立てまt

た つぶ り話 せ る 連 続 4時 間 。
フル充電をしてお・ ま

='ま
ま皇■4時惜1

使 11」 言L,ど こで 三ヽ■ 1■ 萱長 i:し な

いですむので 曇:Ft ■t i Lilヽ ます。

電池切れでも心配なし。
お話し中 :竜 |七 ずた ,1=´iftし 配 1ヽりま

せん,AC'夕
｀
フタをコー ドレス電話機 1:

接続すれは 充電をしなli',そ つままお話し

ができま,

|
●通話しなが ら手仕事もできる便利なヘッドセット(オプション)
●スインチヤブル ●再タィャル 0短縮タイヤル(Oヵ所)0保 留 (メヌIント/ノ クターン)
●着信音量tJl替え 0受話音量切替え ODP一 PBワンタッチ切替え
′.ウテイコードレス,ン‐,セ■●C`34oこ |1用 |こあ|=って

轟

義

聰

=|`4JJ11影
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